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1 はじめに 
 今日までに聴覚障害者の聴覚特性に対応し

た様々な補聴処理が報告されてきた．

Chaudhari and Pandey [1]は隣り合う聴覚フィ

ルタの干渉を抑えるために入力信号を臨界帯

域分割後に奇数・偶数帯域に分離して dichotic
に提示する処理を考案している．そこでは模

擬難聴下で健聴者に対し実験を行った結果、

単音節の明瞭度に改善が見られた．村瀬ら[2]

は同様に音声を 2 帯域に分割し dichotic に提

示することによって，明瞭度が改善すること

を報告した． 
著者らによって開発された臨界帯域圧縮処

理[3-5]は聴覚障害者の広がった聴覚フィルタ

の形状に着目し，臨界帯域毎に信号を分割し

あらかじめ帯域を制限することによって隣り

合う帯域の干渉を抑える処理である．処理に

よる改善傾向が見られたが個々の聴覚障害者

についての効果にはばらつきも見られた[4]．

ケプストラムを用いた改良型臨界帯域圧縮処

理[6]では倍音構造を保持した処理を行い，重

度聴覚障害者による評価実験の結果，聴感上

では音質の改善が見られたという報告があっ

た．しかし，処理による単語明瞭度の有意な

改善傾向は見られなかった[6]． 
本研究では，音声包絡を臨界帯域中央に制

限された白色雑音により駆動させることによ

り，倍音構造を取り除いた上で改めて提案手

法の有効性を評価した．聴覚障害者 3 名によ

る単語了解度試験を行うことによって，臨界

帯域圧縮処理の目的である隣り合う帯域同士

の干渉を抑えることが達成できるかどうかの

検証を行った． 

2 原理 
Fig. 1 に本処理のブロックダイアグラムを

示す．入力信号を臨界帯域毎に分割し，それ

ぞれの帯域において時間包絡を抽出した．キ

ャリア成分については，白色雑音を臨界帯域

毎に分割し，さらに狭帯域のフィルタによっ

て信号の帯域を制限した．狭帯域フィルタリ

ングの手法については Yasu et al. [4] による

手法を用いた．各臨界帯域において帯域の制

限率を R で表した．各臨界帯域で原音の帯域

幅に対し， (100－R ) %の帯域幅に制限され

た．キャリア成分抽出後，入力信号の時間包

絡と掛け合わせることにより，出力信号を得

た．Fig. 2 に本処理を施した音声のスペクト

ログラムを示す． 
 

 

Fig. 1 帯域制限された白色雑音駆動処理の 
ブロックダイアグラム 

 

 

Fig. 2 雑音駆動音声のスペクトログラム 
(a) 帯域制限なし (b) 50 % 帯域制限 

 
 
 



3 実験 
3.1 被験者 
 日本語を母語とする被験者 3 名のうち，

Sub. 1 , 2 は重度の聴覚障害者，Sub. 3 が高度

の聴覚障害者であった． 
3.2 音声刺激 
「NTT-AT 親密度別単語了解度試験用音声

データベース (FW03)」[7]より親密度 7.0～5.5
の単語リスト 20 セットを用いた．日本人男性

発話者 (mis) による 4 モーラの単語 50 語を

1 セットとした．刺激のサンプリング周波数

は 16000 Hz とした．先行研究[3,4]との比較か

ら帯域の制限率を 50 %に固定して本処理を

施した．統制群として，帯域制限率を 0 %の

音声も用いた．処理後のすべての刺激は実効

値で正規化した．実験は防音室内において実

施した．刺激はコンピュータの画面上の操作

によりスピーカより提示された．音量は実験

前に被験者毎に聞き取りやすいレベルに調整

され，セット間において一定に固定された．

被験者は提示される 4 モーラ単語を回答用紙

に書き取った．処理有り／無しの提示の順番

は単語セット毎にランダムに変えた．合計で

20 セット行った． 

4 結果および考察 
4.1 実験結果 
 Table 1, Fig. 3 に被験者毎の単語了解度を示

す．処理有りの了解度が若干低下したが，有

意な差ではなかった．Fig. 3 において各被験

者における縦棒は各単語セットにおける単語

了解度の最大値と最小値の幅を示している． 
4.2 考察 

今回の実験結果では被験者毎の単語了解度

のばらつきが大きく見られた．実験後の被験

者のコメントの中には，帯域制限を施した音

声について，聞き取りやすくなったと報告す

るケースも見られた．  

5 まとめ 
隣り合う臨界帯域同士の干渉を低減するこ

とを目的として，臨界帯域中央に制限された

雑音駆動音声処理の効果を 3 名の聴覚障害者

による単語了解度試験により評価した．その

結果，被験者毎に処理の効果が現れるケース，

現れないケースがあり結果にばらつきが生じ

たが全体的には処理の効果は確認できなかっ

た． 

Table 2 各被験者の単語了解度 
  処理無し 処理有り 

Sub .1 25.0 23.4 

Sub. 2 20.4 17.6 

Sub. 3 25.2 27.0 

平均 23.5 22.7

 

 
Fig. 3 被験者毎の単語了解度 
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